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ノエビア商品のブランディング企画提案
（株）ノエビアの主力ブランド『眠眠打破』。この商品を10 代
から20 代の若者たちにもっと知ってもらい、興味を持っても
らうためのデザイン提案をするというもの。4つのグループに
分かれ約４ヶ月間、調査、立案、実制作、プレゼンテーション
というデザインフローを企業と関わりながら学ぶ授業です。

◦取り組んだ学生　
グラフィック・プロダクトデザインコース　４年生

◦担当教員　
グラフィック・プロダクト研究室
星野茂樹、白井信、山田拓矢、山㟢裕子
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13 『眠眠打破』ブランドの認知拡大・
興味喚起を促すデザイン

“ 多摩産材 ” 制作作品展示会
地域連携「多摩産材」での制作は、住宅メーカー㈱ヤマヒサ
様からテーマが提示されます。住宅エリアの見学をしてからデ
ザイン開始。作品はヤマヒサショールームで2か月間展示しま
した。「木材を使いたい」と感じてもらう活動として行っています。

◦取り組んだ学生　
建築・インテリア学科　
インテリアデザインコース　4 年生

◦担当教員　
インテリアデザイン研究室　
丸茂みゆき・曽根里子・菊池光義（非常勤講師）

住宅ショールームで東京の木を紹介14

絆ジュエリー展 2017
2030 年まで子供達の支援を目的とする「NPO法人絆プロジェクト2030」とアートクレ
イシルバーを開発した「相田化学工業株式会社」とのコラボレーションで継続しています。第
7回は「拡散」をテーマに制作し、多くの賞が贈られました。

◦取り組んだ学生　
造形学部	 デザイン・造形学科	１～３年
	 建築・インテリア学科	１～３年
現代文化学部	 国際ファッション文化学科	１～３年

◦担当教員　
金工研究室
庄司喜久美、押山元子、春田幸彦、成井美穂

東日本大震災復興支援「絆ジュエリー展 2017」開催15小田急トレインテリア12

ニチバン商品開発プロジェクト
セロハンテープでお馴染み、国内大手のニチバン開発部に学
生目線で、デザイン提案。取組んだテーマは「貼る、くっつけ
る事で生活を便利に楽しく豊かにするアイテム」。	日々の生活
の中に、これがあれば、ほら！　他人に「欲しい！」と言わせる
ような「これ」をデザイン提案しました。

◦取り組んだ学生　
グラフィック・プロダクトデザインコース	
3 年生

◦担当教員　
グラフィック・プロダクト研究室
星野茂樹、白井信、山田拓矢、山㟢裕子

こんな時に、こんなものがあれば、ほら！11

学生ネクタイコラボレーション第 10 回記念展
東京ネクタイ協同組合との共催。10回目を迎える今年は「デコタイ部門」のエントリー対象を造
形学部全学生に拡大、新たに造形学部長賞を設けました。テーマは「デコタイ部門：自分が主役	」
「染めタイ部門：空 (shinjyuku)」「デザイン画部門：PRESENT	TIE」。参加総数168点でした。

◦取り組んだ学生　
デコタイ：造形学部	有志
染めタイ：デザイン・造形学科　テキスタイルワークコース3、4 年
デザイン画：デザイン・造形学科1年

◦担当教員　
染織研究室
佐藤百合子、岡本泰子、
角谷彩子、森田和子

学生ネクタイコラボレーション第 10 回記念展10

小田急トレインテリア
電車車両のデザイン「トレインテリア」を大学生目線でリノベー
ション。通勤型車両の魅力向上をテーマに16班に分かれて企
画・デザイン・提案を行いました。今年のお題は「超通勤車両」
と「イベント車両」。未来を見据えた通勤車両と退役車両を改
造したイベント車両を提案しました。最優秀作品・優秀作品に
は小田急電鉄さんから豪華賞品が贈られました。

◦取り組んだ学生　
造形学部　建築・インテリア学科　インテリアデザ
インコース3年生　計34 名

◦担当教員　
長山洋子（インテリアデザイン研究室）
高橋正樹（インテリアデザイン研究室）
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ICAF（インターカレッジアニメーションフェスティバル）への参加
学生アニメの祭典「ICAF（インターカレッジ・アニメ・フェスティバル）
2017」が、9月15日～18日まで六本木の国立新美術館講堂ほ
か千歳、金沢、姫路など国内７カ所で上映が行われ、コース作品
を選抜して出品。会場ではトークや交流会にも参加しました。

◦取り組んだ学生　
デザイン造形学科　
映像クリエイションコース3年、4 年

◦担当教員　
メディア・映像研究室　
昼間行雄、荒井知恵

ICAF で学生作品を上映18

卒業イベント関連、西遊記本『kinton』の制作
国際ファッション学科の卒業イベント『西遊記』開催に合わせ、
初心者にもわかる西遊記本『kinton』を制作しました。グラビ
アページでは主役の 4人も登場、イベント前に読んでおけば
西遊記のきほんが押さえられます。

◦取り組んだ学生　
メディア編集デザインコース4 年

◦担当教員　メディア・映像研究室　
牧野昇、岡部タカノブ、深田雅子、平島毅

とってもわかりやすい『西遊記』本17

夏休み子供ワークショップ開催
（株）東横イン元麻布ギャラリーにて、麻布十番商店街の 8店舗にご協力いただき小学生
を対象とした地域密着型「夏休み子供ワークショップ」を開催しました。本学の学生が企画・
運営・進行を行い、子供たちが制作したモビールは、協力店舗に２週間展示されました。

◦取り組んだ学生　
造形学部　
デザイン・造形学科2年有志

◦担当教員　
嘉松聡　（絵画研究室）
七里真代（造形・色彩学研究室）
近藤静香（ニット作家）

麻布十番商店街でワークショップを開催16

※本誌に掲載されている作品・写真等の無断利用、複製を禁じます。
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　　　　　 堀尾眞紀子
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● 写真提供

林敦彦 三守敬次 鈴木義明

土田祐介 アイキ元

● デザイン  hirotaS ／ 廣田武志

● 造形学部年間教育活動報告集
　 編集委員

谷口久美子 岡本泰子

長山洋子 星野茂樹

文化学園大学  造形学部年間教育活動報告集 2017

● 造形学部専任教員 

浅沼由紀 安高信一 荒井知恵 井上搖子

岩塚一恵 大関徹 岡部隆信 岡本泰子

押山元子 角谷彩子 嘉松聡 加茂幸子

北浦肇 北岡竜行 佐藤百合子 澤田志功

七里真代 柴田眞美 庄司喜久美 白井信

曽根里子 高橋正樹 谷口久美子 鳥海薫

長山洋子 成井美穂 春田幸彦 久木章江

昼間行雄 深田雅子 星野茂樹 堀尾眞紀子

牧野昇 松田純子 松村由樹子 丸茂みゆき

森田和子 山﨑裕子 山田拓矢 横山稔

渡邉秀俊 渡邉裕子

編集後記

　学生たちが真摯に課題に取り組み、教員たちがその学びを支援する姿をできるだけ生き生きと

お伝えしたいと考え、新メンバーで取り組んだ編集作業はやや難航しましたが、今年も無事に造

形学部年間教育活動報告集「BZ」を発行することができました。日頃の学習成果の集大成とい

える「卒業研究優秀作品」、社会とかかわる実践的な課題に取り組む「学外連携」の二本立てで

すが、学外への成果発表やコンテストでの受賞も含まれています。

多くの方にご覧いただき、文化学園大学造形学部の教育活動の一端を知っていただければ幸い

です。今後とも本学部の教育活動をご支援くださいますようお願い申し上げます。

この場をお借りして、ご協力いただいた皆様、また冊子の作成にあたりお力添えをいただいた編

集デザイナーの廣田氏に心から感謝いたします。

造形学部年間教育活動報告集編集委員

谷口久美子



文化学園大学
造形学部  デザイン・造形学科　建築・インテリア学科

〒151-8523　東京都渋谷区代々木3-22-1
TEL. 03-3299-2302（造形学部長室）
http://bwu.bunka.ac.jp/index.php


